
事業名 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト  
 

団体名 しっぽの願い＠青森 代表者名 小池 真知子 

事業実施総額 ８６２，９５０円 補助金額 ５００，０００円 

事業実施日 
（または期間） 

8/29、9/19/、10/4、10/17、11/14、12/6、 
12/19、R3/1/16、R3/2/13、～R3/2 末 事業実施場所 市内 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 ・野良猫に対し、不妊治療を実施し繁殖を抑制し、地域猫として猫を管理していく。 
・野良猫地域の子猫や人馴れしている猫に対し積雪な治療を施し、里親を探すことで動物愛護に配慮しながらその猫の数を減ら
していく。 
・野良猫生息地域の清掃、餌やりのルールを決めるなど環境を整え、猫の迷惑行動の予防に努める。 

活動の実施状況 ［実施内容］ 
活動実績 参加人数 
8/29 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト猫譲渡会・猫相談会 20 人 
9/19 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクトＴＮＲ説明会・猫相談会 15 人 
10/4 秋のはっぴぃわ～く 地域猫活動ポスター掲示 40 人 
10/17 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクトＮＴＲ説明会・猫相談会 10 人 
11/14 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト猫譲渡会・動物愛護啓発イベント 100 人 
12/6 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト猫譲渡会・猫相談会 100 人 
12/19 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト活動報告会 8 人 
1/16 にゃんともＨＡＰＰＹプロジェクト猫譲渡会・猫相談会、オンライン（ZOOM） 6 人 
2/13 オンラインイベント「飼い主のいない青森の猫を救うためにあなたにできることから始めませ

んか?」主催:一般財団法人クリステル・ヴィ・アンサンブル 
124 人 
(参加申込) 

6/26~7/22 青森県動物愛護センターとの協働事業。子猫のミルクボランティアの実施及び活動報告。体重
２００g の授乳期の子猫４頭をセンターから引き取り人口ほ乳により、離乳期まで保護・管理
し、センターへ戻す。ミルクボランティアの試験実施を行った。 

3 人 

9/5 青森県三沢市のビーチ清掃 6 人 
R2/7~ 
R3/2 

犬・猫の保護（引き取り）、管理譲渡活動 
青森県動物愛護センター、他ボランティア団体、一般市民からの依頼を受け、犬・猫を保護し、
医療処置を実施したうえで譲渡に繋げる。 
今年度の保護猫のお世話は、７月当初より現在も継続されており、ボランティア宅の猫のお世
話は毎日の業務として実施されている。 

約 15 人 

［実施内容］ 
保護猫頭数(R2/7/1~R3/2 末日) 

※１ ＴＮＲ実施:不妊治療を施し、耳先をＶ字カット
した地域猫として地域へ戻し、適切に管理されている。 
※２ 死亡:母猫が出産したが、４頭共に出生より二日
以内に死亡。 
※３ ＴＮＲ目的にて保護。某動物病院の入り口付近で
脱走。２日後、依頼主宅で無事に保護される。 
 
 
 
 
 

手術件数（R2/7/1~R3/2 末日) 
避妊手術 13 頭 腸ヘルニア 1 頭 
去勢手術 20 頭 避妊手術のため開腹後､不妊手術の術創 

を確認し､そのまま縫合｡ 
1 頭 

※ＴＮＲ目的にて不妊治療を施した猫についても、人馴れが十分にできている猫については積極的に里親募集をかけ譲渡に繋げ
ているため不妊手術件数とＴＮＲ件数は異なる。 

 子猫 成猫 
譲渡 33 頭 2 頭 
ＴＮＲ実施 ※１  8 頭 13 頭 
死亡 ※2     4 頭 0 頭 
愛護センター協働事業 
（ミルクボランティア活動） 

4 頭 0 頭 

その他  ※3     1 頭 
現在も保護中 8 頭  
保護頭数 子猫 57 頭 成猫 16 頭 

保護頭数合計 73 頭 

事業のＰＲ方法 ［期間］令和２年７月～令和３年２月末日 
［方法］期間中にポスター５枚（各３０部）、リーフレット７枚（１２０部）を作成し、三沢市近郊に設置・掲示。 
ＳＮＳ、ホームページによる情報発信（Facebook､Twitter､Instagram など）「ペットのおうち」への譲渡猫の情報掲載。 



事業の検証 ［市民への波及効果］／［良かった点］／［悪かった点］／［改善点］／［参加者の意見］ 
この度は、当会の地域猫活動を三沢市協働のまちづくり市民提案事業として採択いただき、また三沢市内外の方からたくさん

の応援物資、ご寄付を頂戴いたしました。この場を借りて深くお礼申し上げます。お陰様で、三沢市内の多くの人々、地域のた
めに活動することができました。ありがとうございます。 

今年度当会の活動に伴いかかわった猫の総数は、延べ７３頭、譲渡数３３頭不妊手術後地域猫として管理している猫２１頭（Ｔ
ＮＲ頭数）、避妊・去勢手術数３３頭となっています。保護猫の体調不良、猫枷症状のため、予想以上に医療費がかさみましたが、
ご寄付、フード、タオルや毛布、環境整備に必要な衣装ケースなどの応援物質が届き、青森愛犬美容専門学院様からも支援物質
を送っていただくなど、たくさんの方からのご支援により今年度の活動を無事に終了させていただくことが出来ました。 

広報活動として、当会のリーフレットは２月末までに７回更新（各１２０枚程度印刷）し、約８４０枚を三沢市近郊の店舗、
温泉、動物病院、公的施設などに配布しており、少しずつではありますが、活動認知度が高まってきているように感じています。  
また、今年度の新たな取り組みとして、動物愛護センターと連携し、愛護センターから引き出した乳児期の子猫（４頭）のミル
クボランティアを試験的に実施しています。乳児期以降の猫の預かりボランティア“育ボラ”に続き、ミルクボランティア活動が
青森県で広がっていくことで、殺処分の大半を占める乳児期の子猫の保護につながるものと考えています。さらに、三沢市環境
衛生課との共同イベントとして動物愛護啓発イベント＆保護猫譲渡会を１１月に開催することが出来ました。今後も引き続き行
政と連携した活動を模索していきたいと考えています。 

たくさんの方のご協力のもと、現在不妊治療を済ませ、耳先をＶ字にカットした地域猫はその一世代限りの命を地域の方々に
支えられながら穏やかに生活しています。野良猫を抱えて困っている方々、野良猫によって迷惑をこうむっている方々の少しで
もお役に立てたのではないかと考えています。当初の計画では、地域の方々と直接かかわりながら猫の問題を聴取し、各々の地
域の猫の問題を一つ一つ解決に導きたいと考え、町内会単位での説明会の場を設けていく案がありましたが新型コロナウイルス
感染症の感染予防を最大限考慮したうえで、広報や当会チラシによって情報を発信し、各個人に対して地域猫活動を実施しまし
た。 

野良猫の問題は猫の餌やりなど、各個人の問題ではなく地域の方々の容認・理解なくしては達成が難しいと考えています。猫
の虐待事例も数例報告を受けていることからもっとたくさんの方々に当会の活動を知ってもらう必要があると強く感じていま
す。二月末現在も、猫預かりボランティア宅で八頭の保護猫が生活しています。ボランティアの金銭的負担を少しでも軽減でき
るよう、次年度には広報活動にも力を入れ、たくさんの人にこの活動に参加してもらえるよう、次期活動の課題としていきたい
と思います。 

今後の展開 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、世界的に犬・猫の需要は増えてきているとのことですが、一方で自粛期間中に安易に
ペットを飼い始め、飼えなくなるケースも少なくないという報告もあるようです。青森県の某ボランティア団体の報告では、団
体に寄せられる相談依頼は、野良猫由来のものもありますが、飼い猫の飼養継続が困難になったというものが大半を占めている
と聞いています。地域猫活動を継続しながら、猫を飼っている飼い主への適正飼養の啓発を行うことは、将来的なペットの飼養
困難の予防につながると考えています。 

次年度、すでに環境衛生課と動物愛護啓発＆猫譲渡会イベント企画を進めていますが少しでも多くの方々に地域猫活動を身近
に感じていただけるように広報活動に力を入れていくとともに、引き続き、三沢市内の地域猫の問題を少しでも解決できるよう
に尽力していきたいと思います。 

活動の様子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業名 にゃんとも HAPPY プロジェクト 
 


